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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月10日(2014.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力デバイスとプロセッサとを備える配電制御センター（１１６）であって、
　前記入力デバイスは、電力グリッドシステムの少なくとも１つの損傷した資産（１１３
）の特定と査定とを含む損傷した資産のデータを受信するように動作し、
　前記電力グリッドシステムの資産は、前記電力グリッドシステムのコンポーネントを含
み、
　前記プロセッサは、前記損傷した資産のデータを処理して補修時間および補修コストと
前記損傷した資産（１１３）とを関連付け、提案された切り換えプラン（１３３）を作成
し、
　前記提案された切り換えプラン（１３３）は、
　　電力グリッドシステムサービスを復旧し、
　　前記提案された切り換えプラン（１３３）を処理して、前記提案された切り換えプラ
ン（１３３）の前記損傷した資産（１１３）のそれぞれに、前記損傷した資産（１１３）
を補修する優先順位を割り当て、
　　切り換えプラン修正データ（１３１）を作成し、
　　前記提案された切り換えプラン（１３３）を修正して，修正済みの切り換えプランを
規定し、
　　該修正済の切り換えプランを出力する、
　ように動作する一連の業務を含む、
配電制御センター。
【請求項２】
　前記プロセッサが更に、前記提案された切り換えプラン（１３３）を処理した後、前記
損傷した資産（１１３）を補修するために割り当てられた優先順位に関連する作業命令を
作成するように動作する、請求項１に記載の配電制御センター（１１６）。
【請求項３】
　前記提案された切り換えプラン（１３３）が、グリッドサービスを前記グリッド（１０
１）の動作停止部分に復旧するように動作する一連の業務を含む、請求項１に記載の配電
制御センター（１１６）。
【請求項４】
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　前記切り換えプラン修正データ（１３１）が、前記損傷した資産（１１３）に関連する
補修時間を利用して作成される、請求項１に記載の配電制御センター（１１６）。
【請求項５】
　前記切り換えプラン修正データ（１３１）が、前記損傷した資産に関連する前記補修時
間と補修コストとを利用して作成される、請求項１に記載の配電制御センター（１１６）
。
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